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第 2 章　史跡河越館跡の自然的・社会的・歴史的環境第 2 章　史跡河越館跡の自然的・社会的・歴史的環境

第 1 節　川越市の概況第 1 節　川越市の概況

川越市は、都心から 30㎞圏内の埼玉県南西部地域に位置するベッドタウンでありなが

ら、商品作物などを生産する近郊農業、交通の利便性を生かした流通業、伝統に培われた

商工業、豊かな歴史と文化を資源とする観光業など、多様な業態が発達している。現在も

埼玉県南西部地域の中心都市として発展を続けている。

大正 11 年（1922）には埼玉県内で初めて市制を施行し、昭和 30 年（1955）には隣接

する 9 村を合併して現在の市域となり、平成 15 年（2003）には埼玉県内で初めて中核市

に移行した。令和 6 年（2024）10 月 1 日現在の人口は 353,034 人で、埼玉県内ではさい

たま市、川口市に次ぐ第 3 位の人口を有する。

市内には、東武東上線、西武新宿線およびＪＲ川越線の駅が多数存在している。鉄道の

他にも、市西部を関越自動車道が南北に、首都圏中央連絡自動車道（圏央道）が市北部に

接して通り、国道 16 号が東西に、国道 254 号が南北に抜けている。また、この間を、主

要地方道をはじめとする幹線道路が中心市街地から放射線状に伸びる構造を取り、流通拠

点としての良好な位置付けを示している（第 2-1 図）。

第 2-1 図　川越市の交通概要
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第 2 節　自然的環境第 2 節　自然的環境

Ⅰ．地形
河越館跡は埼玉県川越市大字上戸 192 － 1 他に所在し、名

なぐわし

細地区に属する（第 2-2 図）。

埼玉県は関東平野西部に位置し、県西部は関東山地北部にあたる外秩父山地と奥秩父山

地、上武山地、そして中央の秩父盆地からなる。県中央部では、武蔵野台地北端部から山

麓部に沿って入間台地、岩殿丘陵、比企丘陵、北武蔵台地などが広がる。東部には、荒川

低地と中川低地、妻
め ぬ ま

沼低地等に囲まれる大宮台地が分布する（第 2-3 図）。

川越市域の北部から東部にかけては荒川低地が広がり、南部から中央部は広大な武蔵野

台地の北端部となる。西部は入間川を東の境として入間台地となっており、河越館跡はこ

の入間台地の東端、入間川を東に臨む位置に立地している（第 2-4・5 図）。また、宮沢湖

に端を発し、台地北側で越
お っ ぺ が わ

辺川に合流する小
こ あ ぜ が わ

畔川も入間台地には流れており、多くの河川

が集まる環境に河越館跡は立地する。つまり、河越館跡は、広大で肥沃な荒川低地が広が

る入間台地の東端に位置し、河川による水上交通へのアクセスが容易で、かつ水田耕作に

適した沖積低地を擁する環境にあると言える。

第 2-2 図　名細地区の位置
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第 2-3 図　埼玉県の地形分類図
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第 2-4 図　地形図

第 2-5 図　地形区分と河川、河越館跡の位置
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Ⅱ．気候
川越市の気候は太平洋側気候に属し、夏は高温多湿で南からの季節風により蒸し暑く、

冬は低温少雨で北からの季節風が強く、乾燥する。年間を通じて晴天の日が多く、穏やか

な気候である。平成 29 年（2017）から令和 3 年（2021）までの過去 5 年間の平均値は、

年間降水量が 1367.4㎜、年間平均気温が 16.0℃、年平均湿度が 65％である（第 2-1 表）。

ただし、令和 5 年はそれまでの平均を大幅に上回る平均気温と大幅に下回る平均降水量

が記録された（第 2-2 表）。

乾燥した冬の季節風は、大火事をもたらす要因でもあり、江戸時代や明治時代の大火後

に行われた町割りや蔵造りの建築など、防火対策は川越城とその城下において特に重視さ

れた。

第 2-1 表　平成 29 年度から令和 3 年度までの気温等の平均値
（『第三次川越市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）26 頁』
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第 2-2 表　平成 21 年度から令和 5 年にかけての川越の気象（『令和 5 年度統計かわごえ』）




